
【取組内容➁】低学年から系統的に情報活用能力を育成するための「年間計画の活用」

新地町立福田小学校（福島県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

低学年からの系統的な情報活用能力（情
報モラルを含む）の育成を図るために、各
学年毎に年間計画を作成し、活用している。
情報活用能力を４つのスキル（活動スキル、
探究スキル、プログラミング、情報モラ
ル）に分け、教科名・単元名を明記してお
り、学年ごとに確認し、教科横断的な指導
ができるようにしている。毎年各学年で見
直し、新たな実践等を加筆修正することで、
個人の実践にとどまらず、使用した教材等
を学校全体で共有し、次年度以降も持続可
能な形で実践できるようにしている。

今年度追加した実践
6年生【外国語】「My best memory」

新地町内３校の６年生を

つないで小学校での思い出
を互いに発表した。
低学年から継続して情報

活用能力の育成を図ってき
ていることもあり、相手意
識をもち、伝わりやすくな
るように表現を工夫して発
表するだけでなく、受け手
としてどんな態度でコミュ
ニケーションを図っていけ
ばよいかを考えながら活動
を行うことができていた。
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